
生活支援に関する事業
①ひとり親家庭の子どもへの自転車、学習・スポーツ用品等の
提供

概要：児童扶養手当を受給している世帯の小学６年生を対象に、
自転車、学習・スポーツ・音楽・美術用品等を掲載した
カタログから選んだものを提供

実績：994人に提供 事業費：27,359千円

生活支援に関する事業
②児童養護施設で生活する子どもへのプリペイドカードの提供

概要：児童養護施設等で生活する子どもに１人あたり1,000円の
プリペイドカードを提供

実績：53施設を通じて、1,616人に提供 事業費：1,679千円

令和5年10月 発行：大阪府福祉部子ども家庭局子育て支援課

「子ども輝く未来基金」ニュースレター vol.6
～令和4年度 子ども輝く未来基金の活用実績について～

大阪府では、子どもたちが同じスタートラインに立ち、輝く未来に向かって進むことができるよう、
「子ども輝く未来基金」を設置しています。
令和4年度には、75の団体と51人の個人の皆様からご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
皆様からいただきましたご寄附について、令和4年度の活用実績や支援を受けた方々の声をご紹介いたします。
今後とも、本基金へのご支援、ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

教育に関する事業（子ども食堂等への学習教材の補助）

概要：府内の子ども食堂等で活用する学習教材・文房具・知育玩具の購入
にかかる費用を支援

実績：96か所の子ども食堂等に、計算・漢字ドリル、図鑑、文房具、
パズルなどを支給

事業費：5,124千円

▲美術用品を使って描いた絵

～令和４年度に実施した事業のご紹介～

【子ども輝く未来基金の状況】
基金残高：296,067千円（令和５年５月３１日現在）
令和4年度寄附額：66,512千円

―令和4年度は66,512千円のご寄附をいただきました！－

体験に関する事業（子どもが体験する各種活動への補助）

概要：府内の子ども食堂等やひとり親家庭の子どもが体験するキャンプなどの
自然体験やスポーツ観戦などの各種活動にかかる入場料・交通費などに
かかる費用を支援

実績：17か所の子ども食堂等、1か所の母子父子福祉団体の体験活動を支援
事業費：1,999千円



体験に関する事業を活用された子ども食堂等の運営者様より、
多くのメッセージをいただきました。

◇お問い合わせ先 大阪府福祉部子ども家庭局子育て支援課事業推進グループ

〒540-8570 大阪市中央区大手前2丁目 TEL 06-6944-7108 ／ ファックス 06-6944-3052

電子メールアドレス 子ども輝く未来基金専用 kodomo-mirai@gbox.pref.osaka.lg.jp

大阪府 子ども輝く未来基金

【水族館等複合施設へ行った子ども食堂運営者の声】
色んな魚たちだけでなく、ワニやカピバラ、クジャクにペンギン、ホワイトタイガーな
どたくさんの動物を間近で見ることができ、子どもたちは終始、興奮気味！「見て見
て！こっちきて！」と楽しそうにしていました。
日本一の大観覧車では、座席シート以外の床面が透明ガラスの“シースルー”で、子ど
もたちは、「やばい〜！怖い〜！」と叫びつつも、だんだん慣れてくると「太陽の塔を
見下ろすと気分いいなぁ！」と、空中に浮かんだような雰囲気を楽しんでいました。

【キャンプ学習を行った子ども食堂運営者の声】
コロナ感染防止を徹底したうえで4年ぶりに一泊のキャンプを実施することができまし
た。子どもたちの自主性を大切にできる体験事業は当会では大切な活動の一つとなっ
ております。
「まだ帰りたくない」や「楽しかった」と行く前は新しいことへの不安からか緊張し
た顔の子どもたちも帰る前には、日々の活動とは違った子どもたちのキラキラした笑
顔で言っていました。

【アスレチックパークで体験活動を行った子ども食堂運営者の声】
空中アスレチックでは小さい子どもたちも勇気を出して挑戦し、みん
なで助け合いながら楽しみました。互いに助け合い、絆が深まったよ
うです。子どもたちは、「怖かったけどすごく楽しかった！」「みん
なと一緒に遊べてよかった！」と喜んでおりました。こんな体験子ど
もたちには簡単にできません。本当にありがとうございました。

▲水族館で熱心に水槽の中の魚たちを見る
子どもの様子

▲キャンプ学習の様子

▲アスレチックパークでの
子どもの様子

【スケートリンク場で体験活動を行った子ども食堂運営者の声】
初めて体験した子ども達も少しずつ滑られるようになっていまし
た。「初めての体験でした。友達と一緒に行けたことが何より嬉
しかったです」と話していました。

▲スケートリンク場での子どもの様子

＊子ども食堂等とは…
地域の子どもを対象に食事や居場所を提
供して見守りを行い、必要に応じて支援機
関につなぐ取組を無償または低額な料金で
行う活動で、地域のボランティアの方や
NPO法人等により運営されています。


